











平成 29 年 7 月 5 日から 6 日にかけて、福岡県朝倉市や大分県日田市では、梅雨前線や台
風 3 号の影響により、線状降水帯が形成されて豪雨が継続し、朝倉市黒川では最大 24 時間
降雨量が 829mm（7 月 5 日午前 8 時～7 月 6 日午前 8 時）、最大 1 時間降雨量は 124mm
（7 月 5 日 14 時～15 時）となるなど、記録的な豪雨となった 1)。この豪雨により、赤谷川
や奈良ケ谷川など、筑後川の多くの右支川の流域では、斜面崩壊や河床・河岸侵食により生
産された多量の土砂や流木が洪水とともに流下し、河道が土砂と流木で埋まり、多くの家屋
が被災した。この水害で福岡県では 34 名が死亡、4 名が行方不明、大分県では 3 名が死亡、
全壊家屋はそれぞれの県で 240 戸と 48 戸、半壊家屋はそれぞれ 810 戸と 269 戸、一部損





特徴がよく表れているといえよう。例えば、平成 23 年 9 月の紀伊半島大水害での那智川
の災害、小規模で大きな災害にはならなかったが平成 24 年の京都府南部地域豪雨災害で













































1) http://www.mlit.go.jp/river/sabo/h29_kyushu_gouu/gaiyou.pdf（平成 29 年 7 月九州北
部豪雨による土砂災害の概要＜速報版＞Vol.6）． 
2) http://www.fdma.go.jp/ugoki/h2911/2911_04.pdf（消防庁：消防の動き，11 月号，2017
年 pp.4-8． 
3) 朝倉市ホームページ：http://www.city.asakura.lg.jp/www/contents/1332397590637 
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